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研究成果の概要（和文）：　世界の環境史に残る福島第一原発事故に関するICT教材作成を実施した。事故に関
する報道は減っており、大勢の国民はなぜ事故は起こったのか、事故炉がどうなっているのか、社会的な影響は
どのようなものか、脱炭素への取り組みとともにエネルギー問題全体をどのように考えたらよいのか等の基本的
な情報が分からない状況にある。事故を教訓化させ、繰り返さないために、本教材はまず大学生初学者を学習対
象者として想定し、多くの大学での講義内容形式と同様に、複数の90分の講義や地図、写真などを独自のウェブ
サイトに載せ、誰でも自由に学習したり、ダウンロードして各種の勉強会で使用できたりするように設えた。

研究成果の概要（英文）：ICT educational materials on the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
accident, which remains in the world's environmental history, were prepared. Reports on the accident
 are decreasing, and many citizens do not know basic information such as why the accident happened, 
what is happening to the reactor, what the social impact will be, and how to think about the whole 
energy issue together with decarbonization efforts. In order to make the accident didactic and not 
to repeat it, this material is designed for the first time university students, and like many 
university lecture formats, it has multiple 90 minute lectures, maps, and photos on its own website 
for anyone to study freely or download and use in various study sessions.

研究分野：公害・環境教育論

キーワード： 福島第一原発事故　脱炭素　ICT教材開発　公害・環境教育論　総合学習　カリキュラム研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　世界史に残る過酷事故が日本国内で起こったにもかかわらず、事故に関する報道が減り、大勢の国民は知る機
会があまりないため、事故がなぜ起こり、現在はどのような状況か、社会的な影響はどのようなものか等の基本
的な状況がわかっていない。教訓化させ、二度と繰り返さないための教育が必要と考えるが、まとまった教材が
なかったため各分野の専門家の協力を得てとりわけICT教材と相性のよい教育内容に特化させて作成した。大学
生初学者を念頭において作成したが、最新の知見が反映されており、学術的にもユニークな研究成果となった。
ウェブサイトに公開し、誰もが自由に学習したりダウンロードできたりする。汎用性を考えた成果物である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究を開始した 2020 年は、福島第一原発事故発生からちょうど 10年目にあたった。チェル
ノブイリ事故に次ぐ大惨事となった福島第一原発事故であるが、この時点においてすでに福島
事故に関する報道は減っており、事故がなぜ起こったのか、その後の社会的な影響はどのような
ものかなどの基本的事項が大勢の国民に知らされていない状況にあった。代表者の勤務先は福
島から地理的に離れていることもあり、周囲の学生たちの福島第一原発事故をめぐる知識量は
非常に少なく、事故があったという程度のものである。福島現地はともかく、それ以外の場所に
住む研究分担者たちも周囲の大学生たちの知識量については同様の印象をもっている。 
 研究終了時の 2024 年 1 月時点で福島県内外には約 26,000 人（県外約 20,000 人、県内約 6, 
000人）の避難者がいるとされている。しかし、借り上げ住宅制度の利用者数を避難者として数
えていたが、制度が終わった 2017 年頃から実際の避難者数はわかりにくくなっている。また、
事故時に 18 歳以下だった福島県民に対して 2011 年から福島県で実施されている「県民健康調
査」においては、小児甲状腺がんの子どもたちの増加が報告されており、2024年 2月の委員会
において 370人の甲状腺がん患者の発生を報告している。2022年には東京電力福島第一原発事
故と自身の病である小児甲状腺がんとの因果関係を争う、当時の子どもたちが原告となった裁
判が提訴されている。福島事故をめぐるこの係争は長期間続くとも予想されている。研究開始当
初から終了時においても報道量の少なさは続いており、こういった報道に触れる機会はめった
にない。ますます事故の影響が見えにくく、また、国民ひとりひとりが対応を考える機会も少な
くなっているのではないだろうか。二度と繰り返さないためにも、国民の多くが福島事故をめぐ
る問題について知る機会を作ったほうがよいのではないかと考える。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景や問題意識をもとに、日本国内で起こった世界史に残る大事故を教訓化させ、二度
と繰り返さないために国民基礎教養として福島第一原発事故をめぐる教材が必要であると考え
る。大学生や社会人初学者のためのまとまった解説本などは国内にほとんどなく、報道も少ない
ためため、大勢の国民がなぜ事故が起こったのか、社会的な影響はどのようなものかなどの基本
的情報に触れていないだろうと考える。代表者は、公害・環境教育論が専門である。この分野は
公害・環境問題による被害者を出さないため、また、公害・環境被害者を救済するためにあると
考えている。多くの国民が理解できる、わかりやすい教材作成、とりわけ今回は、視覚的によく
イメージの捉えられる ICT 教材開発を実施し、被害者を出さないため、被害者を救済するため
の研究成果を出したいと考える。 
 
３．研究の方法 
 ICT 教材開発に関しては、ICT 教材と相性の良い内容を念頭に置き、各分野の力量の高い専門
家たちの協力を得て作成した。各作成者には、これまでの研究成果とともに最新の知見を盛り込
み、大学生初学者向けに作成していただいた。初学者にわかりやすい教材とするため、金沢大学
での講義などで一部を使用したり、ゲストティーチャーとして実際に講義をしていただき、学生
たちの意見も考慮して教材に反映していただいた。また、オンライン研究会においても意見交換
をして内容をブラッシュアップしていただいた。研究会でのやりとりでは分野横断的な理解促
進に努めることとなり、学際的な教材作成を完成することができた。 
教材作成者たちは、福島に何度も通っていたり、地元福島在住だったり、福島から避難移住を
した者だったり、さまざまに福島との関わりを持っている。研究開始当初から新型コロナの流行
によって他県から現地に通って調査することができなくなったが、その間は文献調査やオンラ
イン研究会を充実させ、教材作成のための基盤づくりができた。 
  
４．研究成果 
 全体の研究成果物として、現在ウェブサイトを作成中であり、近々全体的に公開予定である。 
ウェブサイト上の成果物はどなたでも自由に学習したり、ダウンロードできたりする。汎用性、 
普及性の高い成果公開方法である。教材作成の基礎となる論文等も十分にあり、バラエティに富
む成果となった。 
 ウェブサイト上に載せる教材内容は、学習者として大学生初学者をまず念頭に置き、大学での
90 分講義を想定してパワーポイントと音声によって作成されたものである。このほか、福島県
在住の写真家の写真を使用した教材や地図「世界の原子力発電所と震源」などである。 
 特に 90 分講義用教材は、文系、理系、医学系、ジャーナリストといった複数の専門家による
ものであり、それぞれに最新の知見が反映されている。現代的な課題を扱った、充実した学際分
野の講義内容となった。 
地図「世界の原子力発電所と震源」は、2018 年に作成した地図を更新させたものであり、ウ
ェブ版と「紙」版がある。代表者や研究分担者、研究協力者たちの講義や講演で広く使用されて
いる。とある研究会でお会いした初対面のジャーナリストから、この地図を知っていると話しか



けられたりしている。国内で関心のある方たちに一定の普及がみられたのかもしれない。地震の
多い地域に非常に多くの原子力発電所が建造されているのは日本だけである点が視覚的にひと
めで理解でき、デザインも美しい地図である。奇しくも 2024 年元日には史上最大の内陸型地震
である能登半島地震が起こった。震央付近の珠洲市にはかつて原発立地計画があり、震度 7を観
測した志賀町には 2基の原子力発電所がある。能登半島北側の海岸は広範囲に隆起し、一方で半
島内には沈降の見られる地域もある。改めて地質的な性質を念頭に置きながらエネルギー問題
を考えることの重要性を認識させられる大きな災害となった。 
分担者たちや福島事故の問題に関心の高い研究者たちとの研究会は、4年間のうち、計 7回実
施した。研究開始当初から新型コロナが流行したため、オンラインで実施した。オンライン研究
会は参加しやすく、研究分担者や研究協力者以外にも、この問題に関心を寄せる多数の参加者が
あり、活発に意見交換ができた。完成した ICT 教材を報告していただいたり、参加者が大学での
福島事故に関する講義について報告して意見交換するなど、親学問の違う研究者たちの相互理
解を深めたり、教材の完成度を高めたりでき、学際的な研究としての共通基盤づくりに役立ち、
充実した FD 研究会となった。 
 こうした稀な学際的研究会が実施でき、ユニークで見応えのある成果物を世に出せたのも、す
べてこの科研費のお陰である。心より感謝する。 
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